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定価：本体3200円［税別］／四六判上製／288頁

1   原風景としての丘のうえ／赤坂憲雄
2   〈上の野原〉と〈さいかち淵〉／吉田文憲
3   「風の又三郎」の存在／不在／平澤信一
4   風景と存在──〈川〉という場所／澤田由紀子
5   近代化する山中異界／安 智史
6   賢治の〈郊外〉──まなざしのせめぎ合う場所／森本智子
7   イーハトーブの装景──プロセスとしての賢治庭園／岡村民夫

風景のフィールドワーカー 宮沢賢治
猫がしゃべり、鉄道が銀河を走る幻想的なイーハトーブの物語は、実は賢治が頭の中だけで作り上げ
たものではありません。生まれ育った岩手・花巻という土地が様々な形で賢治に作用し、「風景」との
共同作業がその魅力的な物語を生んだのです。民俗学者の赤坂憲雄が主宰していた賢治研究会「風信
社」のメンバーたちが、〈場所〉をキーワードに賢治文学を読み解きます。
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岡村民夫＝著

宮沢賢治論 心象の大地へ
四六判並製／ 512 頁／本体 3200 円／ 978-4-909544-13-1　C0095 冊

 岡村民夫＝著

宮沢賢治論 心象の大地へ
改稿に改稿を重ね、「永久の未完成これ完成である」とまで言い切っ
た賢治。テクストがはらむ矛盾や齟齬をこそ賢治文学のリアルと捉
え、その正体を求めてイーハトーブを歩き続けた著者25年の集大成。
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